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令和 6年度 第 1回彦根市上下水道事業審議会 議事録（R6.7.30） 

 

1．日時 令和 6年 7月 30日（火）10時～11時 30分 

2．場所 彦根市役所本庁舎 第 1委員会室 

3．出席者（順不同） 

     ＜委員＞ 7名 

横山 幸司 

可児島 達夫 

丸尾 雅啓 

廣瀬 浩志 

 米田 紀代子 

渡邊 美幸 

中村 傳一郎 

  

     ＜事務局＞ 18名 

     和田市長（途中退席） 

上下水道部：木村部長、福井次長、辻副参事 

     上下水道総務課：野村課長、野口課長補佐、谷口副主査、北川主事、若林 

     上下水道業務課：岩井課長補佐、友本副主幹、前川副主幹 

下水道建設課：青木課長、山本課長補佐、古市副主幹 

上水道工務課：池田副主幹 

道路河川課：田中課長、大橋副主幹 

 

＜オブザーバー＞ 

吉岡 千浩（有限責任監査法人トーマツ） 

 

＜傍聴人＞ 2名 

伊藤 容子 

中川 睦子 

 

【開会】 

事務局 ただ今から、令和 6年度第 1回彦根市上下水道事業審議会を開催いたします。 

本日の司会を務めさせていただきます上下水道総務課の谷口でございます。よろしく

お願いいたします。 

委員の皆様におかれましては、大変お忙しい中、ご出席賜り誠にありがとうございま

す。 

それでは審議に先立ちまして、委員の皆様に市長から委嘱状を交付させていただきま
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す。先にお手元に配布させていただきました名簿の順にお名前をお呼びしますので、そ

の場でご起立いただきますようお願いします。 

（委嘱状交付） 

それでは、ここで和田市長からご挨拶を申し上げます。 

（市長あいさつ） 

それでは審議に入らせていただきます。 

彦根市上下水道事業審議会条例第 6条第 4項の規定により、会議の成立要件といたし

まして、委員の過半数の出席が必要となっておりますが、本日は 8 名中 7名の方がご出

席でございますので、ここに会議が成立しましたことをご報告いたします。 

ここで、委員の皆様より、簡単に自己紹介をお願いします。 

（横山委員から時計回りに自己紹介） 

つづきまして、事務局から自己紹介いたします。和田市長から順にお願いいたします。        

（和田市長から順に自己紹介） 

【議事】 

事務局 

 

それでは、議事（1）「会長の選出」についてお諮りいたします。 

会長の選出方法は、審議会条例第 5条第 1項の規定により、委員の互選となっており

ますが、いかがさせていただいたらよろしいでしょうか。 

委員  会長について、事務局案はありますか。 

事務局 会長については、新たに上水、下水それぞれの内容を審議していくことになりますの

で、双方の審議会の委員としてご尽力いただき、地方自治にも精通しておられる横山委

員にお願いしたいと考えておりますが、いかがでしょうか。 

（異議の有無確認 ⇒ 異議なし） 

事務局  ご異議がないようでございますので、会長は横山委員にお願いすることにさせていた

だきます。 

 それでは、今後の議事の進行につきましては、横山会長にお願いしたいと思いますの

で、議長席の方へお願いいたします。 

 それでは、会長、よろしくお願いいたします。 

会長 ただいま、皆様のご推挙によりまして、会長を務めさせていただくことになりました

横山でございます。 

市民の皆様、委員の皆様とともに力を合わせて、よりよい彦根市の上下水道事業経営

を目指していきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

それでは議事（2）「会長職務代理者の選出」でございますが、審議会条例第 5 条第 3

項の規定により会長に事故があるときのために、あらかじめその職務を代理する委員を

会長が指名することとなっていますので、私の方から指名させていただきます。 

彦根市水道事業経営等検討委員会の委員長を務めておられた可児島委員にお願いいた

したいと思いますので、皆様ご了承をお願いいたします。 

（異議の有無確認 ⇒ 異議なし） 
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会長 続きまして、議事（3）「諮問」について、事務局お願いします。 

【諮問】 

事務局 

 

それでは、審議会への諮問を行います。 

（市長諮問） 

会長 ただ今諮問がありました。 

お手元に写しが配布されているようですので、各委員におかれましては確認をお願い

します。 

事務局  和田市長につきましては、他の公務のため、恐れ入りますがここで退席させていただ

きます。 

会長 それでは続いて議事（4）「彦根市水道事業会計決算（見込み）について」、事務局から

説明をお願いします。 

事務局 （「彦根市水道事業会計決算（見込み）について」事務局より説明。） 

会長 議事（4）について、事務局より説明がありましたが、ご意見やご質問がありましたら

お願いします。 

（質疑なし） 

会長 それでは続いて議事（5）「彦根市下水道事業会計決算（見込み）について」、事務局か

ら説明をお願いします。 

事務局 （「彦根市下水道事業会計決算（見込み）について」事務局より説明。） 

会長 議事（5）について、事務局より説明がありましたが、ご意見やご質問がありましたら

お願いいたします。 

（質疑なし） 

委員 彦根市の下水道事業が企業会計に移行された年度を教えてください。 

事務局 令和 2年度です。 

会長 それでは続いて議事（6）「彦根市公共下水道事業・第 7 期経営計画(経営戦略)策定お

よび使用料改定にかかる課題の整理」（前半）について、事務局から説明をお願いします。 

事務局 （「彦根市公共下水道事業・第 7 期経営計画(経営戦略)策定および使用料改定にかかる

課題の整理」（前半）について事務局より説明。） 

会長 議事（6）の前半について、事務局より説明がありましたが、ご意見やご質問がありま

したらお願いいたします。 

委員 彦根市の下水道は分流式を採用されているかと思いますが、今ある全ての下水道が分

流式になっているのでしょうか。それともある時期から切り換えているのでしょうか。 

事務局 本市の下水道は当初から分流式を採用しています。 

委員 浸水防除について、雨水は処理場には入っていかないのでしょうか。一時的に貯留し

ておくのではなく、別の管渠を使っているということですか。 

事務局 雨水については、汚水とは別の管渠を使って貯留しないようになっており、最終的に

は琵琶湖に流れるため、処理場には入りません。 

事務局 道路河川課が進めている浸水対策事業は、河川に放流する形でバイパスを作っていま
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すが、流域の処理場周辺の雨水については、流域の調整池に雨水を入れて、そのまま矢

倉川に放流していただいているところも一部あります。 

会長 それでは議事（6）「彦根市公共下水道事業・第 7 期経営計画(経営戦略)策定および使

用料改定にかかる課題の整理」(後半)について、事務局から説明をお願いします。 

事務局 （「彦根市公共下水道事業・第 7 期経営計画(経営戦略)策定および使用料改定にかかる

課題の整理」（後半）について事務局より説明。） 

会長 議事（6）の後半について、事務局より説明がありましたが、ご意見やご質問がありま

したらお願いいたします。 

委員 特別会計時代は単式簿記で、経営の全体が見えてこない状況にあり、企業会計に移行

してからは経営状況が把握しやすくなりましたが、減価償却について疑問を持っている

点があります。 

例えば、平成元年に管渠を作ったとして、法定耐用年数 50年としていました。しかし

法適用化して会計方式が複式簿記に変わったときに、使用した年数を一旦リセットする

制度になっていて、法適用化してからの老朽化しか表されていません。おそらく供用開

始時からの老朽化分として、裏の計算を走らせているかと思いますが、そちらで管渠の

整備計画を立てないといけないと思います。 

減価償却費を計算するための法定耐用年数が定められていますが、その年数を 10 年

以上超えていても使用できるものが増えてきていて、耐用年数を何年とするかでストッ

クマネジメント計画も変わってくると思います。彦根市のストックマネジメント計画は

いつ策定されたのか教えてください。 

事務局 ストックマネジメント計画については、第 1期が令和元年度から令和 5 年度の計画で

策定しています。第 2期は令和 6年度から令和 10年度の 5年間で、その計画に基づいて

進めています。 

彦根市の場合は、昭和 56年度に事業着手しまして、施設は 43年ほど経過しています

が、国が示す改築更新の要件となるマンホール蓋の耐用年数は、車道に設置されたもの

が 15 年、歩道やそれ以外に設置されたものが 30 年以上となっていますので、今はこの

耐用年数を過ぎたマンホール蓋の取り替えを計画的に進めている状況です。管渠やマン

ホールについては、耐用年数が 50 年以上経過したものが改築更新として整備の対象に

なります。 

この方針については、現在管渠の調査を行っていますので、状況を見ながら耐用年数

50年を過ぎたあたりから更新についても計画していきたいと考えています。 

委員 当初の説明で、下水道使用料を値上げという話がありましたが、これは 10％の値上げ

で決定ということでしょうか。 

事務局 前回の公共下水道事業審議会からいただいた答申で 10％程度値上げという形で記載

いただいていますが、当初に下水道事業の事務局側から提示させていただいた改定率は

30％でした。30％の値上げとなると非常に大きい値上げ幅になりますので、まずは 10％

の使用料改定を行い、その後必要な額については追って検討していく予定としています。 
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会長 全体を通して、ご質問やご意見はありませんか。 

それでは議長としての私の進行はここまでとして、あとは事務局に委ねたいと思いま

す。 

【閉会】 

事務局 

 

横山会長、ありがとうございました。 

また、委員の皆さまにおかれましても、本日は長時間にわたり、慎重なご審議を賜り

ありがとうございました。 

今回の審議会で頂戴いたしましたご意見を踏まえ、第 2 回の審議会では「彦根市公共

下水道事業の中長期の投資・財政試算～将来の需要予測に基づく投資・財政試算～」に

ついてご審議いただく予定です。 

 


